
奈
良
。
大
安
寺
旧
境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
大
安
寺

一
丁
目
ｉ
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
七
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
五
月
ｉ
七
月

第
六
四
次
調
査
　
一
九
九
四
年
二
月
を
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一二
好
美
穂

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
暁
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

奈
良
時
代
の
大
安
寺
は
東
西
両
塔
を
南
大
門
の
南
に
配
し
た
伽
藍
配
置
を
も

つ
大
寺
院
で
、
平
城
京
の
左
京

六
条
四
坊
と
七
条
四
坊
に
ま
た

が
る

一
五
町
の
寺
域
を
占
め
て

い
た
。
奈
良
市
教
育
委
員
会
で

は

一
九
八
〇
年
か
ら
こ
れ
ま
で

に
大
安
寺
旧
境
内
で
計
六
四
次

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
度
は
八
件
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
う
ち
、

大
衆
院
推
定
地
の
第
二
七
次
調
査
区
と
苑
院
推
定
地
の
第
六
四
次
調
査
区
で
木

簡
が
出
上
し
た
。

一　
第
五
七
次
調
査
区

大
衆
院
推
定
地
内
で
は
こ
れ
ま
で
に

一
一
次
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る

が
、
奈
良
時
代
の
建
物
は
わ
ず
か
二
棟
が
検
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
今

回
の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
塀

・
井
戸

・
土
坑
、
平
安
時
代
か
ら
室

町

。
江
戸
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
土
坑

。
素
掘
り
の
溝
な
ど
多
数
の
遺

構
を
検
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
寺
域
の
北
辺
は
室
町
時
代
か
ら
宅
地
化
し
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
二
で
あ
る
。
井
戸
掘
形

は
平
面
形
が
方
形
で
、

一
辺
が
二

・
二
ｍ
か
ら
二

・
四
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深

さ
は
約
四

・
五
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
枠
は
方
形
横
板
組
隅
柱
留
で
、
内
法
が
○

・

九
ｍ
あ
り
、
横
板
は
九
段
分
が
残

っ
て
い
た
。

井
戸
枠
内
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
の
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
特

徴
（平
城
宮
土
器
Ⅳ
ど
Ⅵ
）を
も
つ
土
師
器

・
須
恵
器

。
墨
書
土
器

。
軒
瓦

・
横
櫛

。
人
形

。
独
楽

・
鎌

。
工
具
柄

・
籠

・
由
物

・
棒
状
木
製
品

・
鉄
釘

。
銅
滓

・

ぶ
い
ご
の
羽
口
・
漆
紗
冠
が
出
上
し
た
。
墨
書
土
器
は
六
点
あ
り
、
２５
頁
図
版

の
と
は

「大
安
寺
」
、
２
は

「大
寺
」
、
３
は

「大
安
寺
左
右
酒
」
と
読
め
、　
こ

の
ほ
か

「寺
」
「右
家
」
と
読
め
る
も
の
が
あ
る
。

一
一　
第
六
四
次
調
査
区

苑
院
推
定
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
七
次
の
発
掘
調
査
を
行
な
い
、
奈
良
時
代

(奈良・桜井)
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の
掘
立
柱
建
物
や
塀
が
検
出
さ
れ
、
奈
良
三
彩
陶
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど

が
出
上
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
井

戸

一
基
、
素
掘
り
の
溝

一
条
、
土
坑
及
び
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
掘

立
柱
塀

一
条
、
土
坑
を
検
出
し
た
。
苑
院
推
定
地
内
で
平
安
時
代
の
遺
構
を
検

出
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
二
か
ら
で
あ
る
。
井
戸

掘
形
は
平
面
方
形
で
、

一
辺
が

一
・
八
ｍ
か
ら
二

・
三
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深

さ
は
約
二

。
四
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
枠
は
井
籠
組
で
、
内
法
は
○

・
八
五
ｍ
で
あ

る
。
横
板
は
九
段
分
が
残

っ
て
い
た
。
木
簡
は
井
戸
枠
内
の
灰
色
粘
土
層
か
ら

出
上
し
た
。
こ
の
層
か
ら
は
奈
良
時
代
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
特
徴
を

も
つ
（平
城
宮
土
器
Ⅲ
ｔ
Ｗ
）土
師
器
、
須
恵
器
を
始
め
、
墨
書
土
器
や
軒
丸
瓦
、

軒
平
瓦
、
九
瓦
、
平
瓦
、
英
斗
瓦
、
製
塩
土
器
、
土
馬
、
曲
物
、
棒
状
木
製
品

と
多
量
の
木
暦
が
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
は

一
四
点
あ
り
、
図
版
の
４
は

「東

院
」
、
５
は

「光
」
と
読
め
、
ほ
か
に

「大
」
「家
」
「維
」
「高
」
と
読
め
る
も

の
が
あ
る
。
４
は
早
良
親
王
が
神
護
景
雲
三
年

（七
六
九
）
か
ら
天
応
元
年

（七

八
一
）
ま
で
大
安
寺
に
住
ま
い
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
東
院

令
大
安
寺
碑

文
」
「大
安
寺
崇
道
天
皇
御
院
八
嶋
両
処
記
文
」
な
ど
）
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

一　
第
五
七
次
調
査
区

ω

　

「
亀

六

年

難

　

　

（題
簸
軸
）
　

　

　

　

　

　

（３

溢

受

∞

Ｓ

②
　
。
「
ｏ
漬
芹
」

。
「‐
（）
一日］　　　‐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞∞
〉〈∞Φ
〉〈頓　　Φμ岸

０

　

「
ｏ
可
充
紙
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
免
］
ｏ‘

14)(71

十

一
」

「
八
　
　
　
　
ｏ
」

「
ｏ
右

「
ｏ
□
」

含

Φ
∪

×

Ｏ

じ

ｘ

∞
　

ｏ
∞
μ

∞
ド
〇
×

∞
∞
×

枷
　

〇
ド
ド

（Φい）
×
囀⇔
×
⇔
　
〇
ドΦ

ドド『
×
（μ∞）
×
い
　
〇い
μ
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Ｐ
Ｔ
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Φ
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Ｓ
Ｅ
Ｏ
二
か
ら
は
木
簡

一
五
点
が
出
上
し
た
。
ω
は
題
畿
軸
で
、
軸
部
は
欠

損
す
る
。
「亀
六
年
」
は
宝
亀
六
年

（七
七
五
）
で
あ
ろ
う
。
「難
」
に
続
く
文
字

は
裏
面
に
記
載
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
削
ら
れ
て
い
る
た
め
わ
か
ら
な
い
。

②
は
物
品
付
札
で
上
方
に
穿
孔
が
あ
る
。

片
面
に

「漬
芹
」
、
も
う

一
面
は
削

ら
れ
墨
書
が
わ
ず
か
に
残
る
だ
け
で
あ
る
。
芹
の
漬
物
の
入
っ
た
容
器
に
紐
で

留
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
は
何
ら
か
の
用
途
に
充
当
す
る
紙
の
数

量
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
で
上
方
に
穿
孔
が
あ
り
、
下
半
は
欠
損
し
て
い

る
。
①
ぞ
０
は
他
に
も
文
字
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
表
面
が
削
ら
れ
て

い
て
、
現
状
で
は
他
に
墨
痕
は
な
い
。
他
に
断
片
三
点
と
削
暦
が
六
点
あ
る
が
、

墨
痕
が
残
る
だ
け
で
文
字
と
し
て
判
読
で
き
な
い
。

一
一　
第
六
四
次
調
査
区

llD

□□

〔受
ヵ
〕

⑭
　
。
「
七
日
□
□
□
□
日
日
――
日
日
］

〔道
女
と

名
回
□
□
□

一――

――

一

一――

日

一

一Ｈ

Ｈ

一

Ｏ
Φ
μ

Φ
Φ
μ

俗

Φ
ｅ

ｘ

含

じ

×

卜
　

Φ
∞
牌
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］
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―十
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□
□
□
　
　
定
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・
「
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□
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日

一
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水
郷
こ

□
□
□
大
豆
五
斗
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ヵ
〕

「
□
□

二
日
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□
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「
日
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「
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□
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□
□
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⑦  120  の  ② ④  ⑫

「
十

一
月
〔酢
配
昨
日
日
日
］

第64次調査区出土木簡



④

□
回
□

□
国
大
大

991⑩
　
。
大
□
大
国

〔大
ヵ
〕

大
回

（鹿
の
絵
）

井
戸
枠
内
か
ら
三
五
点
の
木
筒
が
出
上
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
削
暦
で
あ
る
。

⑮
は
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
表
裏
に
墨
書
が
残
る
が
、
表
面
が
削
ら
れ
読

め
な
い
。
⑦
は
短
冊
状
の
薄
板
の
片
面
に
墨
書
が
残
る
。
上
半
を
欠
損
す
る
が
、

下
端
に
は
木
釘
が
三
ヵ
所
に
残
る
。
文
字
は
三
行
あ
り
両
端
の
二
行
は
左
右
に

切
れ
て
い
る
こ
と
や
木
釘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
板
を
三
枚
以
上
横
に
並
べ
桟
を

渡
し
、
木
釘
で
留
め
組
板
状
に
し
た
も
の
の
片
面
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
木
組
の
形
態
か
ら
見
て
、
木
箱
の
蓋
の
可
能
性
が
あ
る
。
⑬
は
表
裏

に
墨
書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
表
面
が
薄
く
削
ら
れ
て
お
り
ほ
と
ん
ど
読

め
な
い
。
「定
回
」
は
人
名
か
。
⑩
は
両
端
を
欠
損
す
る
。
『
和
名
類
乗
抄
』
に

よ
れ
ば
イ
ズ
ミ
郷
は
三
ヵ
所
知
ら
れ
、
う
ち
大
安
寺
に
関
連
す
る
イ
ズ
ミ
郷
に

は
山
城
国
相
楽
郡
水
泉
郷
が
あ
る
。

「大
安
寺
伽
藍
縁
起
弄
流
記
資
財
帳
」
の

「庄
」
の
項
に

「泉
木
屋
丼
薗
地
二
町
」
の
記
載
が
あ
り
、
大
安
寺
の
木
屋
と

薗
地
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
出
土
し
た
木
簡
は
こ
の
菌
地
か

ら
の
荷
札
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
同
郷
は

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
十
二

月
乙
未
条
に
は

「出
水
郷
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
木
簡
の
表
記
と

一

致
す
る
。
②
は
表
皮
の
残
る
径
○

。
九

側
の
心
も
ち
材
を
割
り
裂
き
、
そ
の
割

り
面
に

「泊
米
二
斗
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
両
端
を
欠
損
す
る
た
め
そ
の
全
容

は
わ
か
ら
な
い
が
、
付
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
④
の
の
は

片
面
に
、
①
は
両
面
に
墨
書
が
残
る
。
い
ず
れ
も
破
片
の
た
め
読
め
な
い
。
②

は
片
面
の
一
部
に
墨
書
が
あ
る
。
⑩
は
小
型
の
曲
物
底
板
の
両
面
に
墨
書
が
残

る
。
片
面
に
は
鹿
二
頭
の
墨
画
と

「大
」
の
字
を
習
書
し
、
も
う
片
面
に
は
人

物
の
墨
画
と
、
意
味
不
明
の
墨
書
が
あ
る
。
人
物
画
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
女

性
像
の
可
能
性
が
あ
る
。
図
の
３．
は
題
鉄
軸
で
あ
る
が
、
表
面
が
削
ら
れ
墨
痕

は
残

っ
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
五
年

度
』
（
一
九
九
四
年
）

（
ｍ

を

解

原 ．
部

一
三

好

美

穂

）

（鹿
の
絵
）

（女
性
の
人
物
画
か
）

□

（記
号
か
）

□

（
薫

ｅ

×

Ｇ

ｅ

ｘ
∞
　
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
μ
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